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研究成果の概要（和文）：本研究は、社会階層による健康格差の解明ならびに社会関係資本や社会保障制度が健康に及
ぼす影響の解明を目的として行ってきた。そのために、A01班の提供する多目的共用パネル調査のJ-SHINEとJ-HOPEのデ
ータの分析をするとともに、2011年には福岡市で、また2012年には仙台市で若年層（25歳～39歳）を対象とした郵送調
査（「仕事と健康に関する市民調査」）を行った。その結果、正規雇用では、ストレインが長時間労働を職業性ストレ
スに媒介すること、また非正規雇用では雇用・労働条件の悪さ以外に、「非正規である」という認識自体がある種のス
ティグマとして健康に影響している可能性があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： The purposes of the preset study are follows:(1)examining health disparity by soc
ial stratification:(2)elucidating the influence of social capital and social security system on health.We 
have analyzed the data from J-SHINE and J-HOPE, multipurpose shared panel survey, provided by the A01 team
. 
 Furthermore, we also conducted mail survey, named "Citizen survey on health and work",targeting young wor
kers aged from 25 to 39 years old in two places:one is in Fukuoka City in 2011,and another in Sendai City 
in 2012.Using the data from "Citizen survey on health and work", we revealed that strain mediated working 
long time and occupational stress among regular employees, and that health conditions among precarious emp
loyees were negatively affected not only by their poor working conditions, but also by the stigma of being
 labeled "non-regular".
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１．研究開始当初の背景 

本研究では、社会階層によって健康格差が生

じるメカニズムを仕事の条件によるストレッサ

ーの差異といった観点から検討した。というの

も、近年の労働条件の変化に注目するならば、

労働市場全般において非正規労働者が増大する

形で雇用形態が多様化することによって、労働

時間が二極化しつつあるといわれるからである。

すなわち、正規雇用者の労働強化がすすむ一方

で、仕事への自律的コントロールを欠いた非正

規雇用者が増加する状況のなかで、どのような

階層・どのような仕事の条件がストレスを増大

させているのか明らかにしようとした。  

実際、こうした社会階層の生成や階層間移動

に影響する社会経済的要因を明らかにすること

は、社会学の大きなテーマであり、わが国にお

いても「社会階層と移動に関する全国調査（SSM

調査）」などの蓄積が図られてきた。同調査でも

近年、階層化とそれに伴う健康の格差について

も注目が集まり、2005 年調査（およびこれに付

随して行われた 2006 年の「若年層調査」）では、

格差社会における健康の問題が取りあげられ、

企業規模や職場などの集団特性が、労働者とく

に若年労働者の健康に関連をもつことなどが知

見として得られているが、まだ未解明の問題も

多い。 

 

２．研究の目的 

上記のような状況を踏まえて、社会階層によ

って健康格差が生じるメカニズムを仕事の条件

によるストレッサーの差異といった観点から検

討することが本研究の目的であった。とりわけ、

上述のように、企業規模や職場などの集団特性

が、労働者とくに若年労働者の健康にどのよう

に関連しているかについて、未解明の点を明ら

かにしていく。その際、社会関係資本や従業上

の地位（正規・非正規）、職歴（離職理由など）

がメンタルヘルスに及ぼす影響を明らかにして

いくことを目的とした。 

３．研究の方法 

(1)2009 年度：2005 年 SSM 調査データの再分析

などから、研究課題の明確化に努めるとともに、

A01 班の多目的共用パネル調査の質問紙作成に協力し

た、また、2月 26～27 日に仙台で社会階層と健康に関

する研究交流会を開催した。 

(2)2010 年度: Ａ06 班独自調査の枠組みを検討し、予

備調査票を作成した。主要な調査項目は、①若年層の

労働条件とメンタルヘルス、②社会参加、③生活習慣 

④心理項目（ソーシャルスキル、主観的幸福感など）

である。そして、2011 年 2 月 10 日から 3 月 8 日にか

けて、仙台市在住の 25 歳から 39 歳の男女 1.000 名を

対象に郵送法による予備調査を行った（有効回収数352

票、有効回収率 35.2％）。また 3 月 9 日には、桜美林

大学 四ツ谷キャンパスにて、A04 班との合同研究会を

行い、社会関係資本と健康に関する情報交換をおこな

った。 

(3)2011 年度：多目的共用パネル調査データが使用で

きるようになったので、このデータを分析し、定例研

究報告会での報告を行った。また、8月 6日、7日の両

日、東京大学で開催された「社会階層と健康国際会議

2011」に参加し、口頭・ポスターによる報告を行った。

さらに、2012 年 2 月 10 日～28 日にかけて、福岡市在

住の 25 歳から 39 歳の若年層男女 5.000 名を対象に郵

送法による調査を行った（有効回収数 1,258 票、有効

回収率 25.1％）。 

(3)2012 年度：10 月 24 日～11 月 19 日にかけて、仙台

在住の 25 歳から 39 歳の若年層男女 5.000 名を対象に

郵送法による若年層調査を実施した(有効回収数 1405

票、有効回収率 29.1％)。また、多目的共用パネル調

査データ J-SHINE のデータ分析が進んできたので、11

月3日4日と札幌学院大学で行われた第85回日本社会

学会大会で共同報告をした。 

 (4)2013 年度：8月 31日、9月 1日に東京大学で開催

された「社会階層と健康国際会議 2013」に参加し、口

頭による報告を行った。また、福岡および仙台調査を

もとに、10 月 12 日 13 日に慶應大学で行われた第 86

回日本社会学会で共同報告を行った。 

 

４．研究成果 

(1)職業性ストレスの規定因 

2005 年 SSM 調査（「社会階層と社会移動に関する全

国調査」）のデータ分析から、職業性ストレスの規定メ

カニズムに関しては、男性の若年正規労働者における

労働時間の長さが努力-報酬不均衡を高め、これによっ



て職業性ストレスが生じていることが確認でき

た。 

(2)中高年の健康格差とライフスタイル 

2005 年 SSM 調査のデータ分析から、社会階層

と中高年（35-70 歳の有職者）の健康格差を媒

介しているものは、ヘルスリテラシーによって

健康的なライフスタイルを獲得・維持すること

であることがわかった。また、学歴はヘルスリ

テラシーを高め、健康維持行動を通じて、健康

に影響すると考えられた。 

(3)健康関連理由による離職の社会格差 

  2005 年 SSM 調査の職業経歴情報から、健康

関連の理由（病気、事故等）による離職を生み

出す要因と、その後の影響を分析した。その結

果、健康関連の理由による離職には、年齢や性

別といった基本的な属性の他に、学歴（低学歴

層で生じやすい）、職業（販売・事務、ブルー

カラーで生じやすい）、従業上の地位（非正規

で生じやすく、自営で生じにくい）、企業規模

（官公庁は生じにくい）が影響する。また、健

康関連の理由で離職した場合、次の仕事が見つ

かりにくく、前の仕事に比べて収入が低下する

確率が高い。健康関連理由によって生じる不平

等を低減させるために、制度的サポートが重要

であることを示唆している。 

(4)若年労働者の仕事のストレイン 

 2011 年の仙台若年層調査から、25-39 歳の若

年労働者の仕事のストレイン（要求度とコント

ロールの比）を検討したところ、仕事のストレ

インと仕事のコントロールには職業階層によ

る有意差はなかったが、要求度は専門職で有意

に高くなっていた。ブルーカラーでは、正規雇

用より非正規雇用で仕事のストレインが高く

なっていた。若年の専門職は要求度が高いにも

関わらず、コントロールが高くないために、仕

事のストレインが有意に高くなっていること

が明らかになった、 

(5)SOC の規定因としての JDC 

非正規雇用であることは、仕事に対するコン

トロールの低さを媒介に把握可能感や処理可能

感、有意味感からなる SOC(Sense of Coherence)

の低さをもたらしていること、また要求度とコ

ントロールの交互作用も有意であったことから、仕事

の要求度の高い条件下でコントロールも高い「アクテ

ィブ」な仕事の条件は、SOC を高めることが示唆され

た。 

(6) 集団参加の自律性が SOC に及ぼす影響 

集団参加の自律性がSOCに及ぼす影響を検討したとこ

ろ、非自発的な集団所属は、基本的に SOC を低下させて

いなかったが、自律性仮説も支持されず、集団参加の自

律性は SOC には関与していないことがわかった。 

(7)SES と健康の相互作用 

 高い SES は健康状態を高めるが、健康に問題を抱えた

人は高い SES を獲得しにくいこと、さらに就職以前の

家庭環境が健康悪化離職に影響している可能性が示さ

れた。 

(8)親の階層と子どもの生活習慣 

 親の階層から健康に関する生活習慣のいくつかは親

世代の要因の効果であるように思えたが、一貫した親

から子どもへの伝達は見られなかった。ここから、ま

ず、生活習慣が伝播するものか否か、また、子ども時

代には伝播しにくいのか、などを考える必要がある。 

(5) 受診行動の性差 

男性は就労率は高いために、職場での健康診断の受

診により、自分の健康状態について最低限の把握はで

きているといえるが、特に有配偶女性については無職

の者も多く半数以上が健康診断を受診していなかった。 
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